
3, シンカイ・マンチュ 一地区の施設整備計画 

8. 1  基本計画 

現地調査および 専門家との協議結果 に 基づき、 シンカイ・マンチュウ 地区におけるインフラ 

整備内容をまとめると、 下表に示すとおりとなる。 

表 -3.3.1 シンカイ・マンチュウ 地区におけるインフラ 整備内容 

地 区 村名 整備項目 内容・説明 

、 ノ ンカイ 1) 給水施設 チヤ 一 テイリン付の 渓流を水源とし、 チヤ 一 ティリン 

1) 給水施設 及びシンカイ 村 6 集落及びシンカイ 小学校に給水する。 

チヤ 一 ティリン それぞれの集落にほ 給水地点 ( 給水用水タンク ) を投げ、 
水源から各タンクを 経由し各集落へと 配水する。 

シンカイ ， 
1) 小学校，教員用宿舎村の 葉会所 ( コミュニティーセンタ 一 ) も兼ねる小学 

マンチュウマンチュー 
( コミュニテイ 一校校舎の建設であ る。 教員用の宿舎も 併設する。 関連 

センターを兼ねる ) 施設であ るトイレや炊飯所も 併せて整備する。 給水用 
の水タンクを 併設する。 

1) 小学校・教員用宿舎 雨 による悪路のため、 現場へのアプローテが 困難であ 
ホンシンチョン ( コミュニティー り 現地調査は実施できていない。 

センターを兼ねる ) 

なお、 シンカイ 村と チヤ 一 ティリン村への 給水は、 同一の水源による 一連の配水経路となる 

ため、 ひとつのプロジェクトとして 扱う。 

3. 2 シンカイ・マンチュ 一地区施設整備詳細設計及び 施工計画 

シンカイ，マンチュ 一地区における 施設整備設計の 内容を以下に 示す。 

(1) シンカイ ( チヤ 一 ティリン ) 飲料水給水プロジェクト 

A) 施設整備設計内容 

地区 名 整備施設 整備項目 整備数量 整備上の留意点 

シンカイ 1) 給水施設 ，給水管の設置 (1",  1.25",  l.h", 村の最高所に 設置した配水用のタンク 
4, 100 m 

2"G)@ (Sinkai) から各集落及び 小学校へ配水する。 

飲料水給水   給水用水タンクの 設置 既設タンクのあ る小学校以覚の 各集落 
(10 ， x9 ， x6 ， )     INo   

6@ Nos   
ごとに人の集まりやすい 場所に設置す 

(4.5,x4.5,X ザ ) :4Nos. (S@nk 胡 る 。 水浴びや洗濯ができるスペースを 

[6'x5.5,x4')     INo   確保する。 

・既存 ホ タン タ (Sinkai 小学校 ) の 小学校の既存の 水タンクの清掃修理政 
改修 (4,x4",3.5,) 

1@ No   
修 であ る。 雨季の雨水を 溜めることを 

目的として設置されているものを 利用 

する。 

チ ャ テイリン ，取水水路及び 取水タンクの 建設， 渓流の水源地に 設ける。 
1@ No   

(5 ヤ 5,x2,) (Chart Ⅲ n) 

飲料水給水 ，給水管の設置 2"  Gl p@pe チヤ 一 ティリン付からシンカイ 村 まで 
4,200 m   

の 送水のための 管の敷設であ る。 

  村内配水管の 設置 村内の給水タンクへの 配水管の設置で 
700@ m 

[l"Gl) (Cha 吐 Ⅲ n) あ る。 

・給水用水タンクの 設置 チャーティリン 村の中の 2 集落にⅠ 箇 
2@ Nos   

(4.5,x4.5,x4,) (Cha 「 t Ⅲ n) 所づつ 設ける。 

  皆 敷設アライメント 測量 皆敷設のための 中心線測量であ る。 申 
9@ km 

(Sinkai@ @@ Chartilin) 心線 沿いに木杭を 打ち込む必要あ り。 
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詳細については、 図づ ． 2,1 及び 図 -3.2,2 の計画平面図および 巻末の各構造物設計図面を 

参照のこと。 

なお、 今回、 雨季に調査・ 計画するシンカイ・チャーティリンの 給水プロジェクトにお 

いては、 山間部の渓流水を 水源とする計画であ り、 乾季の水源の 水量の低下量の 確認がで 

きていないことから、 乾季における 水源水量の確認はプロジェクト 実施においては 必要不 

可欠であ る。 また、 計画取水水路及び 取水タンクの 高さや深さなどが、 乾季の水量低下時 

の流水位レベルの 確認なしに は 、 計画することができないことなどもあ り、 今乾季に水源 

0 百踏査を実施し、 今回計画の妥当性を 検証する必要があ る。 

B) 施工計画 

項 目 内 容 10 11 12       

入札図書作成 入札書類等の 作成 

入札手続き 図面等の配布、 見積書の請 

審査・契約 評価，契約 ヰ 
現場施工 現場施 エの 開始 

リ アライメント 延長約 gkm の皆敷設中心線 測 量であ る。 
-% 

測 T     
2) 取水タンクの 渓流の水源に 取水用の水路とともに 建設 づ   
設置 であ る。     

3) 送水管設置 シンカイ付からチヤ 一 ティリン 村 までの 

メインパイプラインであ る。 

4) 給水用水タンシンカイ 村及びチヤ 一 ティリン 付 合わせ 
Ⅱ ケ 

クの 設置 て 9 箇所に給水用のタン タ を建設する。 

5) 既存 水 タンク小学校にあ る既存の水タンクの 改修を行 ヰ 
の 改修 い、 給水用の水タン タ として利用する。 

6) 配水管の設置 シンカイ 村、 チヤ 一 ティリン 村 、 各村内   
の 配水管の設置であ る。   

7) 通水試験及 び すべての管路敷設及びタンタ 建設の完了 

管路のチェッ 後に、 管路に通水、 タン タ に貯水 し 異常 " ケ 

ク の 有無の点検を 行な う 。 
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(2) マンチュウ小学校建設プロジェクト 

A) 施設整備設計内容 

地区 名 整備施設 

マンチュー 1) 小学校の 

建物 
小学校建設 ( コミュニ 

テイーセン 

ター兼用、 
教員宿舎 併 
肌 篠 ) 

量
 

数
 

備
 

整
    

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

目
 

項
設
 

備
建
 

整
の
 

金
口
 

校
 

校
 

学
 

/
J
 

Ⅱ
 

  234 

  家具類机及びイス (2 人掛け : 小 @  10 

の 配置机及びイス (2 人掛 け : 大 @  20 

教員用机及びイス ( 教室 )  3 

机及びイス ( 職員室 )   

m2 

  
Sets   
Sets   
Sets   
Sets   

物置 棚 ( 職員室 ) 1@ No   

黒板移動式 ( 教室 ) 3@ Nos   

仕切り板移動式 4@ Nos   

机及びイス ( 教員宿舎 ) 3  Sets 

ベット ( 教員宿舎 ) 3@ N<y   

物置 棚 ( 教員宿舎 ) 3@ Nos.   

  トイレ、 炊事所への通路 42@ in 

  フラッバポスト、 サインポード l  No   

整備上の留意点 

コキュ 二 ティーセンター 兼用のホール 

場の教室に、 工部屋の職員室、 8 部屋の 
教員用宿舎を 備えたものであ る。 

1 年生から 2 年生までの 2 学年用であ る。 

3 年生から 5 年生までの 3 半年月であ る。 

各教室スペースに 1 組 つ つ配置する。 

教員一人当たり 一組を配置する。 

職員室配置用。 

3 人の教員にひとつづ つ 配置。   

ホール場のスベースを 仕切るため。 

3 人の教員を想定。 各部屋に 1 組 づつ 。 

3 人の教員を想定。 各部屋にⅠ 組つ っ。 

3 人の教員を想定。 各部屋に 1 組 つ つ。 

校舎からトイレ 炊事所への通路。 

旗の掲揚用の 柱と台及び学校の 看板。   
2) 炊事所 ，炊事所の建設 (L0 ， xI2,) ll  m 甘 

@. 家具類 l 炊事用兵 机 1@ No   

    の酉己桂呈 l     イス         Nos   

教員の食事の 準備に供する。 

教員の食事の 準備・に供する。 

教員の食事の 準備に供する。 

り トイレ ・トイレの建設 (16,X5,) 7  m2 生徒及び先生の 共用。 男女 2 部屋 づっ 。 

・ セ プティックタンクの 建設 

(14, x6,) 
8  m2  トイレ用。 

4) 給 水 ・雨水貯水タンクの 設置 ( 蓋付 ) 
(8, x4,x3,) 

2  Nos. 建物の両側に 配置する。 

・浅井戸 ( め 6,,16,) 

( 手押しポンプ 付 ) 
l  No. 小学校への給水用であ る。 

詳細については、 図 Ⅱ， 2.2 の計画平面図および 巻末の各構造物設計図面を 参照のこと。 

B) 施工 言 
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2) 炊事所の建設 

的トイレの建設 

4) 水 タン タ の設置 

5) 家具頽の供給 

6) 開校 

Ⅱ
Ⅰ
 
｜
 -
   

  

  画   
内 容 I@ 10@ I@ 11@ I@ 12@ I@ 1@ I@ 2@ I@ 3 

入札書類等の 作成 

図面等の配布、 見積書の謂 ケ 

評価，契約 ケ 

現場施工の開始 レ 

職員室及び教員宿舎を 併設している。   

学校の裏 手に位置する 職員の食事準備用の 
炊事所であ る。     
学校の裏 手に位置する。 男女それぞれ 2 室 

i づつ のトイレであ る。 

校舎の両側に 雨水の貯水タンクを 建設する。 

生徒及び教員用の い す、 机 、 黒板のほか、 

教員宿舎用の 家具類を供給する。 

すべての施設の 完丁とともに、 村 側に校舎 

を引き渡す。 
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3. 3  事業費概算 

現地調査結果に 基づいて算出したシンカイ ，マンチュ一地区の 施設整備事業費は 以下のと お 

りであ る。 

(1) シンカイ地区給水プロジェクト 

整備費目 項 目 

小 計 合 計 
  ( 一 万 ) ( 一 フ Ⅱ ) 

1) 給水施設 ，給水管の設置 ( ド ， 1,25",  1.5",  2"GI)  (SinkaD 352.  600  352,600 

，給水用水タンクの 設置 (44,000) 

(10 ， xg,x6,)     INo   

(4.5 ， x4.5 ， x4 ， )@ :@ 4Nos ， (Sinkai) 

(V,X5. 5,x4, Ⅰ     INo   

，既存ボタンク (Sinka@  小学校 )  の改修 (4,,4",3.5,) 

  取水水路及 び 取水タンクの 建設， (5,,5,,2,) (Chart Ⅲ n) 

・給水管の設置 2"  包 p@pe 

・村内配水管の 設置 (L"Gr)  (Chart Ⅲ n) 

・給水用水タンクの 設置 (4.5,,4.5,,4,)  (Chart Ⅲ n) 

  ・ 皆 敷設アライメント 測量 (Sinkai 一 Chart Ⅲ n) 

ホ表中の ( ) 内の金額は 、 米ドルによる 表示 ( 現地交換レート : U58 1 コ 8 元 ) であ る。 

(2) マンチュウ地区小学校建設プロジェクト 

整備費目 項 目 

小 計 合 計 
( 一 フ亡 ) ( 一 フ E ) 

1) 小学校の建物 ・小学校校舎の 建設 (100 ， X26,) 209,825  251,560 

( コミュニテ ィ ・家具類の配置 机及びイス (2 人掛け : 小 ) く 31,500 一 ) 

一 センター兼用、 
机及びイス (2 人掛け : 大 ) 

教員宿舎併設 ) 
教員用机及びイス ( 教室 ) 

机及びイス ( 職員室 ) 

物置 棚 ( 職員室 ) 

黒板移動式 ( 教室 ) 

仕切り板移動式 

机及びイス ( 教員宿舎 ) 

ベッド ( 教員宿舎 ) 

物置 棚 ( 教員宿舎 ) 

  トイレ、 炊事所への通路 

  フラッバポスト、 ザインボード 

2) 炊事所 ・炊事所の建設 (10 ， X12,) 16,705 

・家具類の配置炊事用 長机 

イス 

目 トイレ ・トイレの建設Ⅰ 6, ,5,) 18,570 

・ セ プティックタンクの 建設 (14,,6,) 

4) 給 水 ，雨水貯水タンクの 設置 ( 蓋付 ) (8,x4, X3,) 6,460 

・浅井戸㏄ 6,x16,) ( 手押しポンプ 付 ) 

* 表中の ( ) 内の金額は 、 米ドルによる 表示 ( 現地交換レート : US8 i 二 8 元 ) であ る。 
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4. シヤウカイ 村 保健クリニック 施設整備計画 

4. 1  基本計画 

シヤウカイ村のあ るシヤウカイ 郷には合わせて 19 の村があ り、 940 戸、 6,000 人あ まり人々が 

住んでいる。 それにもかかわらず、 保健医療サービスの 中心となるべき、 保健クリニックの 類 

はひとつも無く、 これまでの地元からの 要望調査でも、 保健クリニックの 建設，設置が 優先順 

位の高い要望事項として 取り上げられていた。 

シヤウカイ村の 保健クリニックの 建設は、 2007 年度の整備予定施設として 計画したが、 今回、 

シヤウカイ村を 道路調査で訪問したときに、 郷長からぜひ 保健クリニック 用地を見て欲しいと 

の 要望があ り、 郷の検討している 用地を実際に 訪れた。 

保健クリニックの 用地の位置け 、 図 -4.1.1 に示すとおりであ る。 
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図 -4.1. 1  シヤウカイ 付 せ 呆健 クリニック用地の 位置 
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保健クリニック 用地は 、 シヤウカ 

イ の村の中心から 道路距離で約 700m 

はど ターシュエタン 側に上った場所 

( シヤウカ イ より約 100m ほど標高が 

高い ) に位置する。 写真の中で人の 

後ろに広がるのが、 シャウカイ村の 

中心の集落であ る。 

写真 -4. 1.2 

保健クリニッ タ 用地全景 

( 用地 側 より道路側を 臨む ) 

写真正面の少し 上った場所の 奥 

( 人のいる場所から 約 20-30m ほど典 

例 ) が、 シャウ カ イーターシュエタ 

ン道路であ る。 用地は道路から 近い 

ため、 道路が改良された 後には、 建 

設資材の運搬や 人の出入りは 容易に 

なる。 高所にあ ることから、 地形的 

に水の確保は 難しい。 そのため、 雨 

水を溜めるための 水タンクの設置が 

必要となる。 

シヤウカ イ におけるインフラ 整備内容をまとめると、 下表に示すとおりとなる。 

表 -4. 1. 1  シヤウカ イ におけるインフラ 整備内容 

地 区 村名 整備項目 内容，説明 

  、 ン ヤクカイ 郷   シヤウカイ 村   lH ー 保健医療センタ   保健タリニック フェンス及び 家具煩の配置 建物、 トイレ、 給水施設 ( ホ タンク ) 、 

なお、 シャウカイ村の 保健医療センターは、 今回保健医療センタ 一のモデルケースとして 設 

計を試みるが、 今後、 保健医療スタッフの 駐在の可能性 ( スタッフ用宿舎等の 必要性 ) など、 

実際の建設に 取りかかる前には 再度細部の検討が 必要であ り、 場合によっては 設計の変更も 視 

野 に入れて再評価を 実施する必要があ る。 

4. 2 シ ヤクカイ 村 保健クリニック 施設整備詳細設計及び 施工計画 

シヤウカイ 村 保健クリニックの 施設整備設計の 内容を以下に 示す。 
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A) 施設整備設計内容 

地区 名 l 整備施設 
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整備項目 
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の 配置ベンチ ( 長 ) ( 待合室 ) 2  Nos. 待合室に 2 組配置する。 

  診察室、 ベンチ ( 短 ) l} L 診察室 他 )  - 2  ‥ Nos. 医師の部屋に 各 1 脚 ずっ配置。 
  

診察用ベッド         No     診察室に配置する。 

    物置 棚 ( 倉庫 )       No     倉庫に配置する。 

  フラッバポスト、 サインポード         No     旗の掲揚用の 柱と台及び看板。 

  
  トイレの建設 (8, x5, )   4 @ m2 l スタッフ及び 患者用。 男女各 L 部屋ずつ。 
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詳細については、 図 -4.2,1 の計画平面図および 巻末の各構造物設計図面を 参照のこと。 

B) 施工計 日 

項 目 

入札図書作成 

入札手続き   
審査・契約 

現場施工 

D) 保健クリ = ツク 

建物の建設 

3) トイレの建設 

4) 水 タンクの建設 

5) 家具頃 の配置 

6) 閉 所 

-
 Ⅲ
 
二
   

内 容 10 11 12       

入札書類等の 作成 

図面等の配布、 見積書の請 @> 

評価・契約 ケ   

現場施工の開始 レ 

全部で 4 部屋キ 1 待合室 ( ホール ) 。 フラッ 

グポスト、 フェンス等の 設置。 家具の配置。 
    

スタッフ及び 患者の共用。 男女それぞれⅠ   
窒づっ のトイレであ る。   
建物の片側に 雨水の貯水タン タ を建設す づ 
る 。 

執務用の机、 持子のぼ か 、 患者用の診察 べ 

ッドと 椅子、 待合室用のべンチなどを 配置 

する。 

すべての施設の 完丁とともに、 ミヤンマー + 
側に施設を引き 渡す。 
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図一 4,2.1  シヤウカイ 村 保健クリニッ タ 施設整備計画平面図 

4, 3  事業費概算 

現地調査結果に 基づいて算出したシャウカイ 保健クリニックの 施設整備事業費は 以下のと お 

りであ る。 

( シヤウカイ 村 保健クリニッ タ 施設整備 ) 

整備費目 項 目 
小 計 合 計 
( 一 フ亡 ) ( 一 フ口 ) 

lH 保健クリニ ツタ ・保健タリ ッ タ の建設 (20 ， x30 ， ) 77,950@ 91,475 

，家具類の配置 机及び イス (11,500 一 )   

ベンチ ( 長 ) ( 待合室 ) 

ベンチ ( 短 ) ( 診察室 他 ) 

診察用ベッド 

物置 棚 ( 倉庫 ) 

・フラッバポスト、 サインボード   

  フェンス及び 門柱 

2)  トイレ   トイレの建設 (8,,5,) 11,650 

・セ ブテ イックタンクの 建設 (8,X6,) 

3) 給 水   雨水貯水タンクの 設置 ( 蓋付 )  (8,,4, X  3,) 1,875 

* 表中の ( ) 内の金額は 、 米ドルによる 表示 [ 現地交換レート : USS 1 = 8 元 ) であ る。 
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5, 維持管理計画 

シンカイ・マンチュ 一地区及びシヤオカイ 村における整備施設については、 今後、 数年ごと 

に 小規模な維持管理が 必要となろ う 。 最も早く表れる 可能性のあ る補修項目としては、 屋根材 

からの水漏れ ( 主に屋根材を 固定してあ る 釘 大ょ り 拡がることが 多い。 ) や ペイントの剥げ 落ち 

あ る ぃほ 、 給水パイプからの 水漏れなどであ る。 数年ごとのこまめな 修理・補修を 実施すれば、 

  耐久年数は大幅に 向上するため、 修理のための 資金を村あ るいは使用者・ 管理者で、 計画的に 

積み立てプールしておくことが 望ましい。 

シンカイ・マンチュ 一地区及びシヤオカイ 村ではそれぞれ 次のような維持管理 ( 補修 ) が必 

要になるであ ろうと考えられる。 

1) シンカイ地区水供給プロジェクト 

・給水施設 ( 牛馬など動物によるパイプの 破損、 取水用の水路や 取水タンタ内の 土砂の堆 

積、 等 ) 

上記の施設はシンカイ 及びチャーティリンの 両村が使用するため、 それぞれの管理範囲を 

定めて、 両村にそれぞれ 定期的な点検・ 維持管理をする 水管理委員会を 設置するともに、 修 

繕 費の積み立てを 実施しておく 必要があ る。 

また、 取水タンクは 渓流中に設けるものであ り、 雨季の豪雨などにより 土石流が発生した 

場合には、 土石の堆積や 場合によっては 取水水路及びタン タ が破壊されることも 想定し 、 こ 

れるの修理・ 建設費用も数年～十年に 一度程度の割合で 必要になるものとして 考慮しておく 

必要があ る。 

2) マンチュ一地区学校建設プロジェクト 

・小学校及び 教員宿舎、 トイレ ( 屋根からの雨漏り、 ペイントの剥げ 落ち等 ) 

上記の施設は、 村及び小学校が 使用・管理することになるため、 村及び小学校で 定期的な 

点検・維持管理を 実施する係りを 任命するとともに、 学費の中に修繕費の 積み立て分を 考慮 

しておく必要があ る。 

3) シヤウカ イ ホす保健タリニッ タ 建設プロジェ タト 

・保健クリニック 建物 ( 屋根からの雨漏り、 ペイントの剥げ 落ち等 ) 

・進入路 ( 雨季の車両の 頻繁な入出に 伴う進入路の 泥土化 ) 

上記の施設は、 ミャンマ一政府 ( 及び 郷 ) が使用・管理することになるため、 二者間で協 

議の上、 定期的な点検・ 維持管理を担当・ 実施する係りを 任命するとともに、 政府からの補 

助金や診療費、 あ るいは寄付金等から 修繕費の積み 立てを実施しておく 必要があ る。 

6. 施設整備における 住民参加の可能性 

今回計画したその 他の地区の小規模インフラ 施設整備おいては、 施設の建設 ( 小学校、 保健 

クリニッ タ 、 給水施設等 ) がその中心となり、 大工仕事やさかん 仕事など技能的な 専門性を要 

するものが多い。 したがって、 整備全体の精度確保、 工程管理の面から、 現地の技能職等を 調 

達・管理可能な 地元の建設会社 ( または、 グループ ) を調達することが 好ましい。 

一方、 掘削、 荷物・資材の 運搬や補助作業などの 単純作業についてほ、 特別な技能を 要しな 

いことから、 なるべく地元の 村々から労働力を 調達することが、 住民参加及び 地元への経済効 
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ると見積もられる。 

ただし、 住民の労働力としてのプロジェクトへの 参加については、 地元の意向も 十分に検討 

した上で、 事前に建設を 委託する会社 ( または、 グループ ) との間で労働力の 調達に関する 取 

  り 決めをしておく 必要があ る。 

これらの調達については、 施工者サイドの 経済性確保とも 大きく関連するため、 入札 目 きの 条 

件 として組み込んだ 上で、 入札を実施する 必要があ る。 

7. 施設整備における 留意点 

今回計画したその 他の地区の小規模インフラ 施設整備おいては、 各整備予定施設はその 整備 

予定年度の双年度の 乾季中に詳細な 踏査を行い、 施設としてのフィージビリティーや 整備自体 

の最終的な必要性の 確認、 また、 具体的に施工にかかるための 図面類の準備や 建設材料の数量 

の 算出及び事業費を 積算しておく 必要があ る。 また、 施設は場所ごとに、 規模や使用可能な 土 

地の形状、 給水等のシステムが 異なるため、 場所ごとに適切な 施設を整備する 必要があ る。 

例えば、 今回雨季に計画するシンカイ・チヤ 一 ティリンの給水プロジェクトにおいて、 乾季 

の水源の水量の 低下童 や 、 計画取水水路及び 取水タンクの 高きや深さなどが、 乾季の水量低下 

時の流水位レベルの 確認、 なしには、 判断・計画することができないことなどであ る。 また、 UNDP 

や UNDCP などの国際機関の 他、 いくつかの NGO による施設整備も 今後進められていく 可能性が 

あ り、 整備時期によっては 整備予定年度にすでに 予定施設が整備されている 可能性もあ ること 

などであ る。 

一方、 材料供給のみを 予定している 北部地域の村々の 施設においても、 施設のフィージビリ @ 

ティーや材料供給数量の 特定など、 最低限の整備のための 図面が必要となることから、 各年度 

ごとに踏査可能な 場所から順に 調査を実施し、 翌年の材料供給の 内容を具体化する 必要があ る。 

きらには、 施設整備主体となる 村や郷の組織の 実態を確認把握し、 供給された材料により 確実 

に 施工がなされるための 取り決めをする 必要があ る。 また、 材料供給を決定する 時点では、 そ 

の後 コ 一ヵ ン 政府側の施設整備実施主体に 対する監理力も 利用する必要があ るため、 材料供給 

取決めの会議などにはコーカン 政府側のその 地域の代表にも 参加してもらう 必要があ ろう。 

いずれにせよ、 各年度ごとに 翌年度実施予定の 施設整備に対する 調査及び当該年度実施 分の   

施工の進捗の 監理が、 インフラ整備を 着実に実施していく ぅ えで非常に重要になるものと 判断 

きれる。 

一 192 一 



5  ,  コーカン特別区における 建設工事契約にかかる 関連情報調査報告書 
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コーカン特別区における 建設工事契約にかかる 関連情報調査 

1. 建設業者に関する 基本情報調査 

コーカン特別 E において建設工事を 請け負える可能性のあ る業者に関して 調査を実 

施した。 その結果を表 -1.1 にまとめる。 

なお、 巻末にその会社 ( グループ ) の詳細を記した 調査票を添付して 示す。 

表 -1.1  コーカン特別区における 建設業者に関する 基本情報 

No ，   会 社 名 代表者名 所在地・連絡先 備 考 

  Development Co., Ltd. of Mr. コ u 乙 eng 石印 g FuLeiLaiHot 目 ， DonaCheneQu Ⅲ er, 建設用重機類を 保有 

Kok 沖 S  ecia@e  io Ⅱ l Lautcai@T/S   Tel: 13908837366 する大手理 設 会社 

2@ Kokang@Electric@Power@and@ Mr ， LiZhengFu ZWHaungShin 町 anlSt,N Ⅸ 2)Qu 皿 er, 建股 円堂 柚 輯を保有 

ConstructionCo,,Lld Lauk ㎡Ⅱ S   Tel:13988315S0o する大手建散会社 

  Done  Cheng  Mach 廿 e  Mr.MineXueCh 卸 g  Pa ㎡ n ㎏ mw  v Ⅲ age,LaukaiTownsh@p   建設用重機類を 保有 

Construction@ Co ， ,@Ltd   Tel:6987606 する大手建設会社 

4@ Red@Rose@Co ．， Ltd   Mr ， 3in@Guo@Ming@ Shiao@village ， Laukai@T/S ． 建 曲用道具荊を 保有 
Td:13988377853,13988366146 する小規 槙 建設業者 

5@ White@Rose@Co ， ,@Ltd 、 Mr.S が℡ 沖 L 坑 Kok 皿 g  Commun@cation  Dep ⅢⅢ enl  理世片道具瓶を 保有 

S 廿 ㏄ 毛 ㌦ ukaiT/S. T 目 :13988337412 する小規模理世業者 

6@ Kokang@ Peng@ Hua@ Mr ・ Cui@Peng@Hua Shtl 町 且 Feng Cheng Qu 田 eI, ぬ ukaj 建設用道具項を 保有 

Construction@Co ． ,Ltd ， Town 曲 @   Tel: 13987009268 する小規 槙建股 業者 
7@ Ba@Tin@Construction@oroup@ Mr ・ Ba@Tn Opposite sjde of MAAS Lauk ㎡ O 苗 ce, 建設用道具蕪を 保有 

No.2Qu 田 er,I 且 Ⅱ㎞ iT/S   する小規 填 建設業者 
Tel: 139883)4678 

2. 建設工事に必要となる 技術者等人員の 人件費調査 

コーカン特別 E における建設工事 ( インフラ施設整備 ) に必要となる 技術者、 作業 

員 、 通訳、 その他人員の 人件費に関して 調査を実施したその 結果を表 -2.1 にまとめる。 

表 -2.1  コーカン特別 E における建設工事に 必要となる技術者等人員の 人件費 

ⅠⅠ 
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Consultancy  Services  of  the  2"@  Proiect  Fonnvlalion  Mission 
for'the  Project  on  Eradication  of  Opium  Poppy  Cultivation  aiidfovefly  Reduction 

3 
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Consullancy  Services  of  the  2"@  Project  Formula!ion  Mission 
for  the  Project  on  Eradication  of  Opium  Pomv  Cultivation  and  Poverty  Reduction 

4, 建設工事に必要となる 各種作業の単価調査 

コーカン特別区における 建設工事 ( インフラ施設整備 ) に必要となる 各種作業 ( 測 

量及び井戸掘削 ) の単価調査を 実施した。 その結果を表 -4,1 にまとめる。 

表 -4.1 建設工事 ( インフラ施設整備 ) に必要となる 各種作業の単価 

( ミ Ⅰ 崇 Ⅱ 景 ) 
  

現場測量作業開始 
番号 連絡先 所有測量機器 測量価格 作業内容 所在地 

までの準備時間 
  Mr. Ⅱ uX 五 カエ モ ng Level 7%0ofWal Ⅰ Su Ⅳ ey 

13987015628 皿ぬ do Ⅲ。 Supplyp 呵 ecl IWeck CaiCU@ 且 1lon l,auk 印 

Cost Drawin 件 

2@ Mr ， Cui@Teng@Hua Level 5%@of@Water Su ⅡⅠ y 
13987009268 Th 印 doli@e S Ⅱ pp@ypm り ecl l We 士 CalCU ね llon Laukai 

Cost Drawlngs 

( 井戸掘削 ) 

番号 井戸の種類 形状 施工単価 ( 元 )  その他の費用 備 考 

  小規模な渋井戸 
直径 l ～ 2m 

探さ 3 ～ 5m 
500/m 材料 費含 む。 建設業 者 により施工可能。     

掘り抜き井戸 
別区 にいないため、 ミャンマー 

  
直径 l50mm 

くチユ -7   ウエルⅠ 

1,000 Ⅰ m 
深さ 100-250m 

必要があ る。 抽を持ったチームを 呼び寄せ     
  掘り抜き井戸 直径 50mm 

250/m 材料費 古せ 。 
ラ ショーから井戸掘削業者を 

( チュ -7, ウエル ) 深さ l00m 呼んだ % 台の何 % であ る。 
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5. 建設業者、 技術者等の人員及 び資 機材の調達に 要する期間、 難易度及び留意事項 

  5. 1  建設業者、 技術者等の人員及び 資 機材の調達に 要する期間、 難易度、 留意事項 

コーカン特別 E 内における建設業者、 技術者等の人員及び 資 機材の調達に 要する 期 

間 、 難易度及び留意事項については、 以下の表 -5.1 にまとめる。 

表 -5.1 各種建設資材及び 機材、 人員の調達に 要する時間・ 難易度及び留意点 

項 目 内 訳 調達に要する 時間 難易度 留意点 
地元生産品 ( レン いつでも人手可能であ る。 ただし、 

ガ 、 骨材など )  レンガは 1 近間ほどかかる。 易 いつでも入手可能であ ンゴンほど良くない。 るが、 品質はヤ 

ラオカイ市内で 一般の建 音 資材はい   易 つでも調達可能であ たり、 特殊であ ったりするものは るが、 皿が多かっ 中国 

からの輸入に 時間をとられる。 

ミ ヤンマ一内地からの 堅木 ( チータ   

特別区以外の ンマーからの ミ 何 ヤ達は不可能であ % 現状では建築に 使用する聖水の る。 調 

品 ( 木材など ) 
離 ピン 要 て カド 、 非常に時間がかかるため、 の調達には特別な 許可が必 実質 

的に不可能に 近い。 

ラオカイ市内で 建椴を調達できる ラオカイ市内で 珪段 機械を調達でき 

建設会社は限られており、 開達 時拍   るのは 3 仕のみであ る。 

地元からの 研達 に現場 で何 % で できるが、 使用して 現場から呼び い なければ数目 戻す 
普通 

建 投機械の調達 場合には 1 ～ 2 週間ほどの時間か 

必要であ る。 

中国からの 而連 には少なくとも 2 中国からの調達も 基本的には、 ラオ； 

中国からの調達 ～ 3 迫間ほどかかる。 普通 イの 建設業者を通じて 調達すること 

になる可能性が 商い。 

いつでも調達可能であ るが、 他の現 コーカンにて 建股業 に携わっている 

業者の数は歩いわけでほなく、 個人 業 

地元からの再選るために、 揚に 徒手している 最低Ⅰ迫間ほどの 人員を再編成す 調達拝普通 者 の レペか から会社粗紙まで、 併せて 

建設業者の調達 
間 が必要であ る。 06 一 7 社 ( 個人 ) 程度であ る 0 

中国からの調達には 少なくとも 2 中国の業者については、 直接業者の人 

中国からの調達 
～ 3 週間以上かかる。 

普通 間にコンタクトして いので、 実珪 にはこれ以上の 問いた話ではな 開達時間 
を 要する可能性もあ る。 

ラ オカイ市内には、 土木・建設に 従 杏理世会社も 常時歩くの技術者を 抱 

亨可桂 な経典あ る民間の ェ ンジニ えているわけではなく、 また、 枝数の 

建設技術者 アは 極めて少ない。 したがって、 中 普通～ 難 現場を動かしていることから、 ェンジ 

国から調達することになる 可能性 ニア の調達には少し 時間がかかる。 

が 高い。 

技能者 ( 機械のオペ 機械の調達と 同棲 に 1 ～ 2 迫間で 基本的には中国からの 技能者がほと 

人員の調達 
レ - タニ大工、 左 調達が可能であ る。 易 んどであ る。 

官など ) 

ラ ショ一には少しはいるが、 英語の レ 

通訳 ( 英語一中国カン 語 ) ラオカイ市内で 栢 ) の適訳を見つけるのは 英語と中国語 ( コー 不可 難 ベルは期待できるほどのものではな 
枯に 近い。 

ラオカイ市内で 調達が可能であ る。 ただし、 ミヤンマー 託 と中国語の両方 
通訳 ( ミヤンマー 梧 

一中国語 ) 
普通 の読み書きに 達者な通訳は 極めて 少 

ない   
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5. 2  その他の留意事項 

(1) 当地区における 建築構造物の 特徴 

小規模な建築物に 関しては、 柱の無い 壁式 構造によるものが 多い。 ただし、 壁式 構造 

の場合には、 壁厚が水柱 式 レンガ積み構造の 2 倍近くとなっている。 

当地の壁 式 構造には、 レンガ積みとブロック 積みの 2 種類があ るが、 レンガ や ブロッ 

クの品質はヤンゴンで 見られるものほど 良くないものが 多い。 レンガ積みの 際にレンガ 

の固着 材 として使用するセメントモルタルは、 通常の砂とセメントのみの 配合ではなく   

経済性を高めるために 石灰を多量に 混入使用しており、 これも品質の 低下を招いている 

一因となっている。 

当地区でほ良質の 堅木であ るチーク 材や ピンカド材の 入手が難しく、 他のサクラ木な 

どの他の堅木を 使用し、 水柱 式 レンガ積み構造を 使用している 建築物も散見される。 

また、 2 階以上の建物では、 壁式 構造による場合にはその 強度的安定性に 欠けることか 

ら 、 当地でほ RC ( 鉄筋コンクリート ) 構造を採用している 場合がほとんどであ る。 こ 

れは、 木材の調達が 容易でないために、 水柱 式 レンガ積み構造とすることが 難しいから 

であ ろうと推察される。 

(2) 建設資材の入手 

一般的にコーカン 特別区内では 良質の木材が 少ない。 チータはほとんど 入手不可能 

であ り、 ピン カド などの堅木は ラ ショーから運んで 来ている。 他の堅木のサクラ 水な 

どは入手可能であ るが、 建設資材としての 使用には短いものが 多い。 チータ や ピン カ 

ド などの材料は 調達には、 特別な許可が 必要な 上 、 約 1 ケ 月以上の時間を 要するのが 

通常であ る。 

また、 レンガはローカルメイドのものが 調達可能であ るが、 品質の良いものと、 良 

くないものの 2 種類があ り、 使用個所に応じて 選別して使用する 必要があ る。 

砂は、 コーカン特別 E 最 南部のサルイン 川沿いのチンシュエ ホ 一のものが入手可能 

であ る。 粗 骨材は地元で 産出する石灰岩を 砕いたものを 使用している。 ・ 

セメントは、 コーカン特別区内で 製造されているものもあ るが、 品質的に問題があ 

るという話を 度々耳にし、 中国製のものを 使用している 場合が多い。 

その他の鋼材や 加工済み建設資材 ( 屋根付、 天井村、 ペンキなど ) は中国から輸入 

された製品を 使用している。 

骨材の入手についても、 採石場の数は 多くなくターシュエタン 以南では主な 採石腸 

は 2 箇所、 ターシュエタン 以北でも 2 箇所があ るのみであ り、 大量に使用するときに 

は 、 調達 先 との生産分配可能量を 打ち合わせ、 検討しておく 必要があ る。 
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建設会社調査 票 

記入   月日 : 2 0 0 4 年 9 月 2 3 日 

@ 生     ・ 、 ． :LiuZhengxian   

1, 会社名 Development，o ， ， Ltd ， ofKokangヾpecialヽegion・ 

2  .  所在地 Fu  LeiLaiHotel,Dong  ChengQuarter,LaukaiTownship 

3, 電話番号 13908837366@(LiuAh@Bao) 

4. 従業員数 合 計 エンジニア 事務員 技能・労働者 

2 5 7 人 2 人 5 人 2 5 0 人 

5. 代表者名 Liu@Zheng@Xiang 

6, 資本金 2, 00 0 万中国元 

7. 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 台 ) 

ブルドーザ） 140@HP 4 

ローダ） 50@HP 2 

ロードローラ・ 一 30ゝon 2 

大型ダンプトラック 30@Ton 4 

普通ダンプトラッタ 15@Ton 6 

8. 主任技術者名 主任技術者名 道路工事経験年数 年齢 

及び経験年数 列 正 三 2@ 3 5@ 5 

9. 類似業務の業務 地 域 工事 名 工事場所 施工延長 実施 午 

実績 ( 道路工事 ) " め 
1)  コー チンシユイ ホ 一 一 チバン ュィ ト 一 28  1998 

カン第一 ラオカイ幹線道路 ラ オ ； ィ 

特 区内城 

2) 中 国 
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写真一 1 

清水 河 一者 街 幹線道路 

( そのⅡ 

写真一 2 

清水 河 一毛 街 幹線道路 

( その 2) 

写真一 3 

清水 河 一者 街 幹線道路 

( その 3) 
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建設会社調査察 

記入年月日 :  2  0  0  4  年 9  月 2  3  日 

,@@     @ ， gg@:@U@Mvint@Swe@(Li@Zheng@Fu'   

1. 会社名 Koleang@Electric@Power@and@Construction@Co ， ， Ltd   

  

  

  

  

  

2. 所在地 Zay@Haung@Shia@Thant@St ， No ・ 2@Quarter ， Laukai@Township 

8, 電話番号 13988315800(U@Myint@Swe) 

4. 従業員数 合 計 エンジニア 事務員 技能・労働者 

2 2 2 人 2 人 2 0 人   2 0 0 人 

5, 代表者名 U  My 田 tSwe 色 iZben 色 Fu) 

6. 貸本金 5 0 0 万中国元 

7. 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 台 ) 

バックホー 230 Ⅱ P 1.1 

仁一 タ 。 ・ 一 52HP Ⅰ 上 

ロードローラ 丁 lG  Ⅱも n Ⅰ 工 

ブルドーザー 140@HP Ⅱ llll 

トラック 6 ℡ nn 20 

  

8. 主任技術者名 主任技術者名 道路工事経験年数 年齢 

及び経験年数 貫 文 2@ 2 5  1 

9. 類似業務の業務 地 域 工事 名 工事場所 施工延長 実施 午 

実績 ( 道路工事 ) 億 m) 

1) コ ） 荻風 城 一昔 蛾 幹線道 ラオ カイ 5  1999 

カン第一 路 

特 区内城 金象城 街道 ラオ カイ 5  Ⅰ 999 

銀翼大橋幹線道路 ラオ カイ 1,5  2001 

ラオ カ イーターシュ ラオ カイ 10@ 2002 

イタン幹線道路 

中国 2) 惧溜弾石路     紅宇       0%i             ィ     30  2002 

清水 河 二級 路盛 土工 清水 河 、 中国 5,000m Ⅰ 2003 

事 

  

ネ 次頁の施工実積道路写真参照。 
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写真一 1 

荻風 城 - 昔 蛾 幹線道路 

( その n 
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建設会社調査察 

記入年月日 : 2 0 04 年 9 月 24 日 

情 報源 :  MingXueChanR 

1. 会社名 Don@Cheng@Machine@Construction@Co ． ， Ltd ． 

2,  所在地 Parshinkyaw@Quarter ， Laukai@Township 

8. 電話番号 6987606 

4. 従業員数 合 計 エンジニア 事務員 技能・労働者 

1 4 6 人 4 人 7 人 1 3 5 人 

5, 代表者名 MingXueChang 

6. 資本金 3 8 0 万中国元 

7. 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 右 ) 

ローダー 2 

ロードローラ 一 
Ⅰ l 山 

先ソフトラック 6 

プルトザー 2 

砕石礫 4 

8. 主任技術者名 主任技術者名 道路工事経験 年 数 年齢   

及び経験年数 事 相 庭 1 1 5@ 0 

9. 類似業務の業務 地 域 工事 名 工事場所 施工延長 実施 午 

実績 ( 道路工事 ) 億 m) 

1) コ一 1 37 幹線道路 東山区 11  1999 

カン第一拍 塘 幹線道路 東山区 12  2001 

特 区内城清水 河一 Y 口街 東山区 16  1997 

2) 中 国 

* 次頁の施工実績道路写真参照。 
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1 3 7 公路 
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写真一 3 

清水同一 Y 

( その 2) 

口 街道路 

口 街道路 
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M-@msm 

記入年月日 : 2 0 04 年 9 月 2 6 日 

情 報 源 :Mr.JinGuoMing  ( 全国 明 ) 

1. 会社名 Red@Rose@Co ， ， Ltd   

2. 所在地 Shiao」illage ， Laukaiゝownship 

3, 電話番号 13988377853 ， 13988366146 

ネ 次頁の施工実績道路写真参照。 

  

  ユ   

一 206 一 



建設会社調査察 

記入   月日 : 2 0 0 4 年 9 月 2 6 日 

清       :Mr.SaiKhanLin 

1, 会社名 砧伍比 eRoseCo.,L 七 d   

2  .  所在地 KokangComlnunicationDepa 「 nmentStreet,LaukaiT/S   

3. 電話番号 13988337412 

4. 従業員数 合 計 エンジニア 事務員 技能・労働者 

5 4 人 工人 8 人 5 0 人 

5. 代表者名 Mr ・ Sai@Khan@Lin 

6, 資本金 1 5 万中国元 

7. 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 右 ) 

ダンプトラック 27HP 2 

電気かんな 1 

ネ 次頁の施工実績道路写真参照。 
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建設会社調査 票 
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記入年月日 : 2 0 0 4 年 9 月 2 6 日 

:Mr.CuiPensHua   圭 源 

1 . 会社名 Kokang‾eng？ua，onstruction，o ， ， Ltd   

2  .  所在地 In@front@ofYin@Phone@Hotel ， Laukai@Township 

3, 電話番号 13987009268 

4, 従業員数 合 計 ヱ ンジニア 事務員 技能・労働者 

1 6 4 人 2 人 2 人 1 6 0 人 

5, 代表者名 Mr ． Cui@Pens@Hua 

6, 資本金 3 0 万中国元 

7. 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 台 ) 

コンクリ - ト ミキサ - 7.5kW   

コンクリートミキサ - トラソク 7.5kW 6 

タワークレーン 7,5 kW 4 

溶接 機 、 振動 ルハ 。 舛 b 12 

業務用普通車両 4 

8. 主任技術者名 主任技術者名 道路工事経験年数 年齢 

及び経験年数 Mr ． Cheng@Wan 3@ 0 5 4 

9. 類似業務の業務 地 域 工事 名 工事場所 工事規模 実施 年 

実績 ( 建築工事 1) コ一銀豊 ホテル内装工事 ラ オカ イ 6 階建て 2000 

等 ) カン第一 膨徳 住民邸宅建築 ラオ カイ 2 階建て 2008 

ネ 次頁の施工実績道路写真参照。 
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建設会社調査 票 

  

  

記入年月日 : 2 0 0 4 年 1 0 月 5 日 

清 朝 涼 :Mf.BaTin 

1. 会社名 Baゝin，onstruction；roup 

2. 所在地 Opposite《ide｛f｀AS´aukai｛ffice ， No ， 2＿uarter ， Laukaiゝ/S   

3, 電話番号 13988314678 

4, 従業員数 合 計 エンジニア 事務員 技能・労働者 

4 7 人 2 人 3 人 4 2 人 

5, 代表者名 Mr ・ Baゝin 

6, 資本金 2 0 万中国元 

7, 保有建設機械 機械 名 ( 種類 ) 能 力 数 量 ( 台 ) 

， 河り叶 : 封 - ヤ @ ム 

ヵ ク v- ト 打設用 ハ 。 イ ブ 。 レ 1.1 

- タ - 

電気かんな 3 

コン ハ 。 クタ - 1   
8. 主任技術者名 主任技術者名 道路工事経験年数 年齢 

及び経験年数 Mr ・ Myo@Thint 3@ 0 58 

9. 類似業務の業務 地 域 工事 名 工事場所 工事規模 実施 午 

実績 ( 建築工事 1) コー N 雙 e Phyoe Work  ラオカイ 401x36' 2000 

等 ) カン第一 Shop   
特 区内城 

2) ミ ャン S 皿 all Building  @  フ " ノョ一 " 36 ， x24 ， 1997 

マ一内地 Cons 臣 uc け 0n 

Small Building  一 フソョ一 " 24 ， x40 ， 1998 

Cons 七 Ⅰ ucti0n   
本次頁の施工実績道路写真参照。 
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6, インフラ整備計画サイト 位置 図 

Ⅵ lhosewa ヒ億 hod.i ㎡ qa 佃 d 臆 凡百曲 佃 @d& 

ara@dev@oped@al   ng@those@straams, 
KSRI's@demand@@@   to@repair@and/or@to 
consb りけ i ㎡ 目 Ⅲ 七 n ヰ anal@oincraasa Ⅱ cg 

roduction ・ 

  
l 。 め 「 曲 Ⅱ。 。 吊旺 巾 ㎡ 下 " 。 ド 。 ㎞。 。 血 d 

インフラ整備計画サイト 位置 図 
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7  .  Int ァ .ast ァ nuct ⅡⅡ e  Demand  」 ist 

  V Ⅲ a 呂 e   V Tract Ⅲ age   TypeofIn 丘 a     DescrlptponofDemmd   Comments   

一 2 ⅠⅠ 一 
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